
信
濃
高
原
の
雪

茨

木

猪

之

吉

信
州

で
も
、

こ
の
淺
間

高
原

に
は

、
比
較
的
雪

の
量
が
少
な

い
、
最

も
風

が
烈

し

い
の
で

、
大
抵

な
雪

は
北
上
州
方

面

へ
吹

き
飛
ば
さ
れ
て

し
ま

ふ

數
に
谷
谷

の
窪

地

に
あ
ま
り
、
隨

て
平
坦

な
處

に
は

、
割
合

に
少

な

い
、

あ

つ
て
も

趣

め
て
少
量

に
過
ぎ

な

い
、
で
此

の
高
原
地

に
降

る
雪
は

、
主

に
奨
霙の
樣

に
凍

つ
て
、
ば
さ
ば
さ

し
て

い
る
、
冬

季
か
ら
初
春

に
掛

け

て
、

一
番

多
く
降

る
、
信

越

の
國
境

、
飯

綱

山

や
、
黑

姫
妙

高
山
附

近
の
雪

に

な
る
と
、
信
州
で

も
、
ま
ー

一
番
多

く
降

る
、

五
六
尺
ぐ

ら
ひ
は
珍
ら

し

く

な

い
さ
う

だ
、
往
來

が
杜
絶

し
て
し
ま
う
、

た
ゞ
灰

色

な
空

が
押

し
懸

つ
て
く

る
、
何
處

を
見

て
も

、
雪
で
蔽
は

れ

て

い
る
、
住

民
は

殆

ん
ど
遊

ん
で

い
る
、
早
く
雪

解
が
し

て
、
花

が
咲

く
時

を
樂

ん
で
待

つ
て

い
る
。

信
州
で
も

東
南

に
な

る
と
、
其

ん
な
事

は
な

い
、
餘

程
山
奧

に
這

入
な

け

れ
ば
、
其
れ

程

の
事

も
な

い
、
多

く
降

つ
て
二
三
尺

に
過

ぎ
な

い
か
ら
、

北
信

に
比
較
し

て
最

も
樂

で
あ

る
、

そ
れ

に
高
原
地

の
雪

は
、
急

ぐ

に
解

け

る
、

北
信

の
雪

は
、
東

南
と
比
較

し
て
雪

の
性
質

が
ち

が

ふ
、
純

白
で

綺

麗
で

あ
る

の
み
な

ら
ず
、
非
常

に
粘

氣
が
あ

る
、
恰
度

メ
リ
ケ

ン
粉

の

樣
だ
、

又
遠

く
か
ら
見

る
と
石
膏

を
振

り
懸

け
た
樣

に
感

じ
る
、
殊

に
山

な
ど

の
雪

は
、

日
本

海
浩
岸

か
ら
と
、

俗

に
妙
高
下

し
、
猛
烈
な

風
が
吹

雪

と
な

つ
て
遠
慮

な
く
降

つ
て
く

る
、
降

つ
て
く

る
と
云

ふ
よ
り
飛

ん
で

く

る
。淺

間
高
原

と
か
、
八
ツ

嶽

高
原

の
雪
は

、
晒

ら
晒
ら
し

て

い
る
、

水
彩

な

ど
に
は
、
最

も
適
當
だ

と
思

ふ
、

遙

に
日
本

ア
ル
プ

ス
の
雪
は

、
朝

の
日

光
を
、
眞

と
も

に
受
け

て
、
美
し

い
實

に
壯
觀

だ

、
殊

に
晴

れ
た
朝

な
ど

は
、
山

が
紫
色

で
、
碧

い
空

が
絶
體

に
高

い
、
其

の
色
彩

が
最

も
い
ゝ

、

繪
に
す

る
に
は
餘

程
困
難

で
あ

る
、
あ

の
透

明
し
た
色
彩

は
、
寧

ろ
水
彩

的

だ

と
思

ふ
、
柔
か

い
筆
で

、
氣
持

ち
よ
く
寫

し
た
ら

い
ゝ
と
思

ふ
、
北

國

の
雪

と
な

る
と
、
餘

り
多
量
な

の
と
、
濃
淡

が
極
單

で

、
深

味
が
あ

つ

て
、
重

つ
く
る

し

い
、
色
彩

の
強
烈

な
爲

め
、
極

め
て
印
象
的

に
、
刺
激

さ
れ

る
、
隨

て
水
彩

よ
り
も
、
寧

ろ
油
繪

に
最

も
適

當
だ
と
思

ふ
。

信
州

で
は

、
晩
秋
、
初

冬
よ
り

か
春
先

、

二
三
月
頃

が
、
雪

の
盛

り
だ
、

冬
枯
れ

た
高

原

の
北

の
方
、
日

本

北

ア
ル
プ

ス
か
ら
、
冷

た

い
風
が
肌

に

觸
れ

る
時

に
は
、
高
原

の
空
が
灰

色

に
蔽

は
れ

て
、
か
な
た

の
稻
叢

か
ら

も
、

こ
な
た

の
枯

木

か
ら
も

、
幾
群

の
烏

が
、
カ

ァ
カ
ア
啼

き
出

し
て
、

丘

か
ら
丘
、
村

か
ら
村

と
、
何

れ
か

へ
か
消

て
し

ま
う
、
其

の
日

に
必
ず

裾

野
が
、

グ

レ
ー
色
な

、
重

く

る

し

い
雪

に
抱

か
れ
て
、

山

が
見

え
な

い
、
泣
き
た

く
な

る
程
壓

迫

さ
れ
る

、
天

と
他

が
今

に
も
密
接

す

る
か

と

思

ふ
、

今
迄

で
野
原
で

、
小

供
が

ふ
る

へ
な
が

ら
凧

を
揚

げ
て

い
た
が
、

急

に
風

が
絶

へ
た

の
と
、

周
圍

が
暗

く
な

つ
て

く
る
の
で
、
糸

を
巻

い
て

歸へ
る
、
暮

れ
方

時
分

か
ら
、
ち
ら
り
ち
ら
り
と
降

つ
て
く

る
、

は
て
は
綿

を

ち
ぎ

つ
た
樣

な
、
太
き

い
の
が

や
つ
て

く

る
、
高

原

一
帶
が
、
見

る
見

る
内

に
、
眞
白

に
な

る
、
寂
寥

な
内

に
夜
に
な

る
、
信
濃

の
高

原

の
特
色

だ

と
思

ふ
、

又
雪

の
降

る
夜

は
、
周
圍

が
馬
鹿

に
明

る

い
、
木

に
積

つ
た

雪
が
、
時

々
下
に
落

つ
る
昔

が
、
ぱ
さ
り

と
聞

ゆ
る
ば

か
り
、
靜
寥

の
境

に
入

る
の
は
、
雪

の
夜

だ
と
思

つ
た
、
幾

日
も
、
幾

日
も
、
絶

へ
間

な

く



降
り
續

く
事

が
あ
る

が
稀

だ
、
晴

れ

た
朝

な

ど
、
眩

ゆ

い
程

目
光

の
反
射

で

光

つ
て
目
を

害

す
、
も
し
凍

つ
て

る
場

合

は
、
小
供

が
悦

ん
で

ス
ケ

イ

ト
で

遊

び
ま
は

る
、
未

だ
溶

け
き
れ
ぬ
内
、
又
降
り
積
る

、
消
え

て
は
降

り
、
降

つ
て
は
消

へ
る
、
其

の
内

大
雨

の
爲

め
、
ぬ
ぐ

う
が
如

く

一
洗

ひ

に
晒
ら

は
れ

て
し
ま

う
、
山

の
雪
は
寒

さ
で
凍

り

つ

い
て

い
る
、
上
か
ら

上

か
ら

と
降
り
重

な
る
、
容
易

に
解
け

る
暇
が
な

い
、
殊

に
日
蔭

に
在
る

雪

は
、
五
月
頃
迄
殘

つ
て

い
る
。

四
月

の
中

旬

頃
に
な
る

と
、
梅

や
櫻

が
、
そ
ろ
そ
ろ

山
村

の
裏

庭
な

ど

に

吹
く
。
春

霞
で
山

の
中

腹

あ
た
り

が
、
茫
と

し

て
、
暖

か
い

若
芽

の
色

が

夢

の
樣

に
感

じ

る
、
そ

ろ
そ
ろ

峯

の
殘

雪
が
、
模
樣

的

に
解

け
て
く

る
、

若
草

が
日
增

に
延
び

て
く

る
と
、
殘

雪
も
種

々
な
形

に
變

化
す

る
、
長

く

帶
を

引

い
た

の
も
、
三
日
月
形

も
、
圓

い
の
も
、
其

の
他
色

々
な

形

に
殘

る
、
甲
州

の
白
峰

山
脈

の
農
鳥
山

に
は

、
鳥

の
形

に
殘

る
、
或
は
又

信
飛

國
境

の
爺

が
岳
は

、
農

男

が
、
種

を
捲

い
て

い
る
樣

、
其

の
他
蝶

形

に
殘

つ
た
り
、
何

れ
も
不
思
議
で

あ
る
。

淺
間

山

附
近

の
山

に
は
、

さ
う

ゆ
う
神

秘
的

な
現
象

は
な

い
が
、
又

火
山

的
な

面
白

い
特

色
も

あ
る
、
特

に
色
彩

に
於

て
、
發

揮

さ
れ

て

い
る
、
若

草

の
柔

か

い
綠

と
、
あ

わ

い
春

の
殘

雪

と
調
和

し

て
、

一
種
詩
的
な
情
緒

を

い
だ
く
事

が
在

る
。

凡
て
の
點

に
於

て
、
冬

の
雪

よ
り

も
、
春

の
雪
、
殘

る
獲
雪

が
、
最

も
繪

畫
的
で
、
そ

れ
で

水
彩

的
で

あ
る

と
思

ふ
、
寫

生

の
場
合

に
も
、
冬
は

水

が
凍

た
り

、
筆

が
泌
み
た
り

（
信

州
で
は
氷

る
事

を
泌

る
と
云
ふ
）
其

れ

が
爲

め
、
倒
底

不
可
能
で

あ
る
、
偶

水
に
ア

ル

コ
ー
ル
を
混

じ
て
用
う

る

場
合

も
あ
る
が
、
餘

り
功
は

な

い
、
塞

國

の
冬

の
野
外
寫

生
に
防

寒

の
準

備

が
出
來

て

い
れ
ば
、
大

丈
夫
で
あ

る
、

若

し
雪
中

に
て
寫

生

せ
ん

と
す

る
人

は
、
第

一
手
袋
（
筆

を
持

つ
に
差
支

へ
の
な

い
も

の
）
雪
燒

け
の
爲

め
、

蘆
足

の
指

先

を
注

意
す

る
事

（
之

れ
は

足
袋

の
中

に
な
ん
ば
ん
、

と
う

が
ら

し
を
用
う
）
。雪

の
深

い
時
は

、
大

抵

わ
ら
の
長
靴

を
用

ふ
、
少

し
深

い
山
に

這

入
る
時

は
、

カ

ン
ジ
キ
を
持

つ
、
冬
季
殊

に
雪
中

の
寫

生
に
、

困
難

で

あ
る
が

、
叉
痛

快

な
る
事
も
多
く
あ

る
、
要
す

る

に
準
備

が
整

て

い
れ
ば

、

大

丈
夫
成
功

す
る

と
思

ふ
。

巖
谷
小
波
氏
の
寄
せ
ら
れ
た
感
想

大
下
先

生

に
、

は
じ
め
て

お
目

に
掛

つ
た

の
は
、
青
梅

に
御
閑
居

中

の
時

で
し
た

、
其

頃
彼
地

の
四
丁

君

に
招

か
れ
て
素
人
連

中
が

寫
生

に
出

か
け
た
事

が
あ
り
ま
す

（
尤

も
和

田
、

三
宅
な
ど

の
先

生
方

も
交

つ
て
は
居

ま

し
た
）

そ

の
後
、
此
寫

生
會

の
他

に
畫

葉

書

會
な

ど
を
催

し

て
私

の
靑
山

の
宅

へ
も
來

て
頂

い
た
事

が
あ
り

ま
す
。

叉
早
稻

田
畫

會

の
顧
問

に
成

つ
て
も

ら

つ
た
り
し

た
。

あ

ー
ほ

ん
と
に
親

切
な
好

い
先

生
｜
｜

何

だ

つ
て
早
く
死

ん
で

お

し

ま

い
な
す

つ
た
！
？
此
間

も
文

展

の
『
柳
』
の
前

で
私
は

し
ば
ら
く

泣

い
た
の
で

し

た
。

小
波


